て あたかも 喧嘩腰に ならねば ならぬ。 しかし 二六時中 

そんな 顔ば かリ をして 暮 せる もので はない。 

おそらく ひとりで ぼんやり している とき は、 どうに 

も だら しのない 顔 をして いるので あろう。 

その 時の 自分の 顔 を 想像す ると ちょっと 憂鬱になる _ 

気 どったり、 すましたり していな いとき でも、 いつ 

どこから でも 十分 観賞に 堪え 得る 顔に なれたら 自由で 

安心で いい 心持ち だろうと は 思う が、 他人から 見て 立 

派な 顔と 思われる 人で も、 本人の 身に なれば、 案外 不 

安な もの かもしれ ない。 

私が 今まで 接した 日本人で 一 番 感心した 顔 は 死んだ 



それ も 本当に 美しく なれるなら まだし もで あるが、 手 

術後の 結果 を 見る とたい がい 徹宵 泣き あかした あとの 

ような 眼に な つてし かも 本人 は 得意で いるから 驚く。 

い つたい 医者と いう 商売 はどうい う 商売で あるか。 

自分の 商売の 本質 をよ く 考え て みたら - J んな 畠ち が 

い の 方面にまで 手 を 出せる わけの もので は あるまい。 

人生の 美に 関する 問題 はすべ て 美術家の 領分で ある。 

その 美術家と いえ ども 神の 造った 肉体に 手 を 加えるな 

どと いう 僭越 は 許されない。 

仕事の 本質が いささか も、 美に 関係な く、 したがつ 

て 美が 何だか 知り もしない 医者が 愚かなる 若者 を だま 
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